
４．活動の成果   （その活動によって得られた成果) 
 

①．里山公園及び里山保全地区指定区域の存する秦地区をはじめ、県内の、里山(竹を含む)に関わる活動を

している市民団体との交流が促進され、今後、里山の調査保全・活用に関して、協働で活動を進めることに

なり、里山に関心の有る人なら誰でも参加できるような、市民が里山に親しみを持つためのイベント開催等の

準備が始まった。 

 

②．県外の、里山(竹を含む)に関わる活動をしている団体との交流が促進され、今後は、相互の活動報告を送

信しあい、連携した活動もやっていこういう方向で動きはじめた。 

 

③．当会の専門部会である「牧野活用交流会議」の活動により、観光上もポイントとなる県立の植物公園に、県

民に関心を持ってもらおうという官民のパートナーシップによる動きが見え始めてきた。 

 

④．里山(竹を含む)に関するイベントの開催や、里山(竹を含む)の調査結果等の広報活動等をキッカケとして、

里山(竹を含む)に関心を持つ市民が増加し、里山(竹を含む)の保全や活用などの活動に参加する市民が

増加した。 

 

⑤．「里山問題懇談会」や「里山(竹を含む)活用イベント」の各種団体等との共催を通じて、専門家や行政との

交流が深まり、官学民の協働活動の足がかりが見えてきた。 

 

⑥．伐採した竹を資源として有効に活用するための事業化を支援する活動により、「環境保全推進」と「地域活

性化支援（雇用促進を含む)」という、従来は接点の少なかった各々の活動に関わる行政・専門家・活動団体

会員等の間に、双方向の交流が生まれ、お互いに新鮮な刺激を受けている。 


